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産業振興
-やりがいと-やりがいと
　　魅力をつくる-　　魅力をつくる-

● �梨・ぶどう・西瓜等の農産物の産地強化やファーマー
ズスクール研修制度などによる担い手確保に取り組む
とともに、森林環境譲与税を活用した災害に強い森づ
くりや日田材の需要拡大として国内外への販路拡大の
取組を推進します。

● �企業誘致を目的とした、官民連携による産業用地開発
や人材確保策として若者の地元就職を促進する取組、
職場環境の整備、移住支援を進めます。

● �観光振興のため、久大本線沿線、阿蘇・菊池地域な
どの県境自治体との広域観光連携や日田観光の玄関
口である日田市観光案内所の機能強化を進めるなど、
観光客受入対応の強化で誘客促進に取り組みます。

教育・文化
-学ぶ楽しさを-学ぶ楽しさを
　　　  増やす-　　　  増やす-

● �タブレット端末などのデジタル学習基盤等の活用や不
登校児童生徒への支援等に取り組むとともに、学校施
設の長寿命化や体育館の空調整備を行います。

● �淡窓図書館において、高校生を対象としたビブリオバト
ル大会（知的書評合戦）など、本や人との出会いを広
げるイベント等に取り組みます。

● �文化芸術活動として、「岩澤重夫賞 風景画コンクー
ル」の実施や「障がい者アートのコアアート展」に併せ
たワークショップを開催するとともに、文化財の保存継
承活用、スポーツ施設の空調設備整備に取り組みます。

● �カスタマーハラスメントなど、様々なハラスメントに関する啓
発や研修会を開催し、対策を強化します。

● �デジタルの推進による市民サービスの利便性向上や、ふる
さと納税等の増額による財源確保、公共施設の適正な配
置による経費削減などに努めます。

● �職員採用情報のわかりやすい発信、学校等への訪問活動、
職員へのカスタマーハラスメント対策基本方針に基づく対
応など、職場環境の改善に取り組み、職員採用力の向上
を図ります。

-- きずなを強める-きずなを強める-市民協働

令 和令 和 ８８ 年 度 の年 度 の

主主 な 取な 取 組組

生活基盤
-安全で-安全で
　　快適に暮らす-　　快適に暮らす-

● �国県道の整備促進や市道の拡幅改良などの安全対策
を行うとともに、市営住宅の大規模改修工事など公共
施設の長寿命化を推進します。

● �持続可能な地域公共交通ネットワークの維持・確保と
して、乗合デマンドタクシーの拡充等の交通利便性増
進に取り組みます。

● �上下水道の計画的な更新や包括委託手法の検討、総
合的な内水対策合的な内水対策に取り組みます。に取り組みます。

● �脱炭素社会に向け、市民、事業者、行政が連携し、
温室効果ガスの削減に向けた取組を推進します。

● �市民団体や関係機関と協力した河川環境の改善や筑
後川上下流交流を通じた森林保全の取組を推進する
とともに、食品ロスの削減をはじめとしたごみ減量の取
組、バイオマス資源化センターの廃止、新清掃センター
の建設に着手します。

-水と緑を宝にする--水と緑を宝にする-環境

● 「�こども総合部」の新設によって、“こどもをまんなか”に、
分野を越えた切れ目のない総合的な支援の体制を強化し
ます。また、日田市社会福祉協議会等とも緊密に連携し
ながら、重層的支援体制を構築していきます。

● �障がい者の福祉施策として基幹相談支援センター機能の
充実や、高齢者福祉の充実として地域包括ケアシステムの
深化・推進などに取り組みます。

● �自主防災組織との連携による災害対策や個別避難計画を
活用した、活用した、よりより実効性の高い避難支援などに取り組みます。

福祉 -住む安心を高める--住む安心を高める-

２～３ページでお知らせした市政執行の方針に基づいて
実施される取組を抜粋して紹介します。

 令和８年度 市政執行の方針


